
漱
石と
魯
迅
（
そ
の
一
）

　
　
　
1
ー
中
国
講
演
の
旅
（
上
海
篇
）
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上
海
へ

　春
、
ま
だ
薄
き
三
月
二
十
三
日
（
一
九
九
四
・
平
成
六
年
）
、
私
達
四
人
は
、
機
上
の
人
と
な
っ
た
。
上
海
ま
で
二
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
、

そ
の
近
さ
・
便
利
さ
を
今
更
な
が
ら
思
う
。

　のち
に
魯
迅
終
焉
の
地
と
な
る
こ
の
地
を
、
い
わ
ゆ
る
上
海
魯
迅
詣
で
と
称
し
て
、
幾
多
の
文
人
（
横
光
利
一
、
武
者
小
路
実
篤
、
賀
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
お
と
な

川
豊
彦
等
）
が
訪
っ
た
が
、
果
た
し
て
彼
等
は
、
如
何
程
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　私達
は
、
上
海
師
範
大
学
、
杭
州
大
学
、
漸
江
大
学
よ
り
招
聰
さ
れ
て
の
〈
漱
石
講
演
〉
と
、
魯
迅
の
故
郷
・
紹
興
を
訪
ね
る
旅
で
あ
　
　
　
　
一

る
。　

　
　
　
　
＊
国
家
の
留
学
生
・
漱
石
と
魯
迅

　
二
十
世
紀
は
、
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
年
）
よ
り
始
ま
る
が
、
一
九
〇
二
年
四
月
、
魯
迅
は
医
学
を
学
ぶ
べ
く
横
浜
に
到
着
す
る
。

片
や
漱
石
は
、
二
年
に
わ
た
る
英
国
留
学
を
終
え
、
一
九
〇
三
年
一
月
、
帰
国
す
る
。
時
に
、
魯
迅
二
十
歳
、
漱
石
三
十
六
歳
。

　魯
迅
の
、
日
本
留
学
中
（
二
十
歳
～
二
十
七
歳
）
に
へ
漱
石
に
示
し
た
関
心
は
並
々
で
は
な
い
。
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
、
『
濠
虚
集
』
、

『鶉籠
』
（
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
「
二
百
十
日
」
「
草
枕
」
）
の
購
入
は
も
と
よ
り
、
加
え
て
学
理
書
『
文
学
論
』
ま
で
も
、
そ
し
て
新
聞
連
載
の

『虞美
人
草
』
を
読
む
た
め
に
、
「
朝
日
新
聞
」
を
定
期
講
読
し
た
と
は
、
弟
・
周
作
人
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

漱
石
と
魯
迅
（
そ
の
二



漱
石と
魯
迅
（
そ
の
一
）

　ま
た
、
魯
迅
が
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
四
月
よ
り
、
一
年
足
ら
ず
住
ん
だ
家
（
東
京
市
本
郷
区
西
片
町
十
番
地
ろ
ノ
七
号
）

は
、
漱
石
が
住
ん
だ
（
明
治
三
十
九
年
十
二
月
～
明
治
四
十
年
九
月
）
家
で
あ
る
。

　
　
　
　　
＊
海
を
渡
れ
る
主
意
を
越
え
て

　

「官
命
を
帯
び
て
遠
く
海
を
渡
れ
る
主
意
」
（
『
文
学
論
』
序
）
は
、
漱
石
に
あ
っ
て
は
「
英
文
学
」
を
、
魯
迅
に
あ
っ
て
は
「
医
学
」

を
修
め
、
必
ず
国
家
に
有
能
な
臣
民
た
ら
ん
こ
と
で
あ
っ
た
。

　し
か
し
、
魯
迅
は
日
本
留
学
中
に
、
漱
石
は
留
学
を
終
え
た
の
ち
に
、
そ
の
「
主
意
」
が
変
貌
を
遂
げ
る
。
即
ち
、
魯
迅
は
医
学
を
捨

て

「文学
」
を
選
び
、
漱
石
も
学
問
を
辞
め
「
文
学
」
（
創
作
）
を
選
ぶ
。

　後
進国
．
中
国
を
救
済
で
き
る
の
は
、
医
学
で
は
な
く
、
国
民
の
精
神
を
感
化
で
き
る
「
文
学
」
こ
そ
が
と
い
う
、
「
文
学
」
に
立
て
た
　
　
　
一

魯
迅
の
熱
い
志
で
あ
る
。
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　漱
石
にあ
っ
て
も
、
「
白
井
道
也
は
文
学
者
で
あ
る
」
、
『
野
分
』
（
明
治
四
十
年
）
冒
頭
の
こ
の
宣
言
に
象
徴
的
な
様
に
、
「
文
学
」
は
、
　
　
　
一

「
荷も
文
学
を
以
て
生
命
と
す
る
も
の
な
ら
ば
単
に
美
と
い
ふ
丈
で
は
満
足
が
出
来
な
い
。
（
中
略
）
死
ぬ
か
生
き
る
か
、
命
の
や
り
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
だ

を
す
る
様
な
維
新
の
志
士
の
如
き
烈
し
い
精
神
で
文
学
を
や
つ
て
見
た
い
」
（
明
治
三
十
九
年
、
鈴
木
三
重
吉
宛
書
簡
）
と
い
う
風
が
、
身
体

の

深
奥よ
り
吹
き
返
す
。

　そ
れ
は
、
つ
ま
り
人
間
を
根
源
か
ら
問
い
返
す
、
認
識
に
か
か
ず
ら
う
命
題
で
も
あ
っ
て
、
か
く
し
て
漱
石
と
魯
迅
と
い
う
、
日
本
と

中
国
の
二
大
国
民
作
家
が
誕
生
し
て
い
く
の
だ
が
、
こ
と
は
そ
れ
程
単
純
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
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